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新型コロナウイルス関連海洋安全保障情報（2020 年 5 月 21 日～5 月 31 日） 
（2020 年 6 月 11 日現在） 

 
 本項は「海洋情報 FROM THE OCEANS」において収集・発信している海洋安全保障情

報の中でも、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関連した海洋安全保障情報を取り

まとめたものである。なお、本項は公表された情報を海洋政策研究所が要約・作成したも

のであり、情報源を括弧書きで表記すると共にインターネットによるリンク先を掲載した。

また、リンク先 URL はいずれも当該記事参照時点でアクセス可能なものである。 
 
(1) 5 月 The End of World Order and American Foreign Policy 
（Council on Foreign Relations, May, 2020） 
（https://cdn.cfr.org/sites/default/files/report_pdf/the-end-of-world-order-and-american-f
oreign-policy-csr.pdf） 
Council on Foreign Relations, May, 2020 
Robert D. Blackwill, Thomas Wright 
 米超党派組織 Council on Foreign Relations（CFR：外交問題評議会）は 2020 年 5 月付

で同所上級研究員 Robert D. Blackwill、米シンクタンク Brookings Institution 上級研究

員 Thomas Wright の“The End of World Order and American Foreign Policy”と題する

報告書を発表し、ここで Blackwill と Wright は COVID-19 後の国際秩序の再編に際し、

米国は中国とのバランス・オブ・パワーによる対峙を止め、また、インドや欧州諸国との

関係を強化するとともに同盟国及びパートナー諸国との関係改善を図る必要があると論じ

ている。 
 
(2) 5 月 29 日 Great-power competition and COVID-19 
（Military Balance Blog, IISS, May 29, 2020） 
(https://www.iiss.org/blogs/military-balance/2020/05/great-power-competition-covid-19) 
Military Balance Blog, IISS, May 29, 2020 
Nick Childs 

5 月 29 日付の英シンクタンク The International Institute for Strategic Studies の年報

Military Balance のウェブサイト Military Balance Blog は同所海軍・海洋安全保障専門担

当上級研究員 Nick Childs の“Great-power competition and COVID-19”と題する論説を

掲載し、ここで Childs は“pandemic deterrence”（編集注：Childs はパンデミック下で

実施されている対象国への牽制を企図した軍の展開行動などをこのように評している）に

象徴される各国軍隊の対応は、今後の主要国軍隊の行動態様や相互作用に永続的な変化を

もたらすことになるかもしれないと論じている。 
（抄訳掲載予定） 
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(3) 5月 27日 China Calls Charges of Pandemic Opportunism in South China Sea ‘Sheer 

Nonsense’ 
（The Diplomat, May 27, 2020） 
（https://thediplomat.com/2020/05/china-calls-charges-of-pandemic-opportunism-in-sou
th-china-sea-sheer-nonsense/） 
The Diplomat, May 27, 2020 
Ankit Panda（署名記事） 

5 月 27 日付のデジタル誌 The Diplomat は同誌上級編集者 Ankit Panda の“China Calls 
Charges of Pandemic Opportunism in South China Sea ‘Sheer Nonsense’”と題する署名

記事を掲載し、ここで Panda は王穀中国外交部長による「中国は COVID-19 に乗じて南シ

ナ海で機会主義的な行動を取っているとの批判はナンセンスである」という発言を取り上

げ、南シナ海で見られたような中国の行動は当面変わることはないだろうと報じている。 
 
(4) 5 月 25 日 Beyond Mercy: Navy’s COVID-19 Hospital Ship Missions and the Future 

of Medicine at Sea 
（USNI News, May 25, 2020） 
（ https://news.usni.org/2020/05/25/beyond-mercy-navys-covid-19-hospital-ship-mission
s-and-the-future-of-medicine-at-sea） 
USNI News, May 25, 2020 
Gidget Fuentes 

5 月 25 日付の U.S. Naval Institute のウェブサイト USNI News は米カリフォルニア州

サンディエゴを拠点とする海軍・海兵隊専門のフリーランスライターGidget Fuentes  

の“Beyond Mercy: Navy’s COVID-19 Hospital Ship Missions and the Future of Medicine 
at Sea”と題する論説を掲載し、ここで Fuentes は今般のパンデミック対応で展開した米

海軍病院船 USNS Comfort と USNS Mercy の実際の活動状況に触れつつ、これらの代替

船整備も念頭に、海軍が保有すべき病院船機能の在り方については費用対効果の観点から

様々な検討がなされる必要があると論じている。 
（補遺掲載予定） 
 
(5) 5 月 25 日 Trump’s ‘New Cold War’ aims to hold China at bay 
（Asia Times, May 25, 2020） 
（https://asiatimes.com/2020/05/trumps-new-cold-war-aims-to-hold-china-at-bay/） 
Asia Times, May 25, 2020 
Richard Javad Heydarian 
 5 月 25 日付の香港デジタル紙 Asia Times はフィリピンの国際政治学者 Richard Javad 
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Heydarian の“Trump’s ‘New Cold War’ aims to hold China at bay”と題する論説を掲載

し、ここで Heydarian は COVID-19 のパンデミック下でも南シナ海で強権的な行動を取る

中国への米国の警戒感は益々高まっており、同盟国及びパートナー諸国と連携した対中国

の対応は更に強化されることになるだろうと論じている。 
 
(6) 5 月 22 日 COVID-19 makes waves for international shipping 
（East Asia Forum, May 22, 2020） 
（https://www.eastasiaforum.org/2020/05/22/covid-19-makes-waves-for-international-sh
ipping/） 
East Asia Forum, May 22, 2020 
 5 月 22 日付の Australian National University, Crawford School of Public Policy のデ

ジタル出版物 EAST ASIA FORUM は豪 The University of Wollongong, the Australian 
National Centre for Ocean Resources and Security (ANCORS) 教授 Sam Bateman  

の“COVID-19 makes waves for international shipping”と題する論説を掲載し、ここで

Bateman は COVID-19 のパンデミックの影響はクル－ズ船業界のみならず、今後世界の海

運業界全般に対して、更に深刻な影響をもたらすことになるだろうと論じている。 
（抄訳掲載予定） 
 
(7) 5 月 21 日 Cold War 2.0: How Trump's Attacks on China Could Backfire 
（Vice News, May 21, 2020） 
（ https://www.vice.com/en_us/article/7kp9ky/cold-war-20-how-trumps-attacks-on-china
-could-backfire） 
Vice News, May 21, 2020 
David Gilbert 

5月21日付のニューヨークを拠点とする国際ウェブニュースメディアVice News は技術

ジャーナリスト David Gilbert の“Cold War 2.0: How Trump's Attacks on China Could 
Backfire”と題する論説を掲載し、ここで Gilbert は現在の米中関係はすぐさま戦争に至る

ようなものではないものの、すでに冷戦状態にあるということは誰もが認めるところであ

り、COVID-19 パンデミックについて、Trump 大統領が中国非難の姿勢を採ったのがそれ

に拍車を掛けることになったが、貿易問題や大統領選も睨んでこうした傾向は当分継続す

ることになるだろうと論じている。 
 
(8) 5 月 21 日 Military Confrontation in the South China Sea 
（Council on Foreign Relations, May 21, 2020） 
（https://www.cfr.org/report/military-confrontation-south-china-sea） 
Council on Foreign Relations, May 21, 2020 
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Oriana Skylar Mastro 
5 月 21 日付の米超党派組織 Council on Foreign Relations（CFR：外交問題評議会）の

ウェブサイトは米 Georgetown University's Edmund A. Walsh School of Foreign 
Service 安全保障学准教授 Oriana Skylar Mastro の“Military Confrontation in the 
South China Sea”と題する論説を掲載し、ここで Mastro は米中関係について貿易摩擦と

COVID-19 のパンデミックを巡る非難の応酬が止まらなければ南シナ海を巡る情勢は今後

18 ケ月間で急速に悪化し軍事的な対立を生ずる可能性もあると論じている。 
                                    （了） 


